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第
五
回
国
勢
調
査
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さ
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時
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公
表
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な
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︒
六
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刊
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︑

朝
鮮
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国
籍
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て
︑
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調
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業
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調
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で
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在
日
朝
鮮
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の
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︒
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在
日
朝
鮮
人
文
学

資
料
集

14
宋
恵
媛
編
／
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら

六
〇
年
代
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
、
多
彩

な
在
日
文
学
雑
誌
（
朝
鮮
文
化
・
韓
国
文
芸

・
鳳
仙
花
文
芸
等
全
一
七
誌
）
を
収
録
し
た

初
の
資
料
集
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朝
鮮
学
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資
料

12
大
石
忠
雄
編
／
在
日
朝
鮮
人
学
校
問
題

の
歴
史
的
経
緯
と
そ
の
実
態
を
正
し
く
理

解
す
る
た
め
の
原
点
的
な
資
料
（
一
九
四

五
〜
六
六
）
を
中
心
に
編
集
復
刻
し
た
。
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14
龍
田
光
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編
／
常
磐
炭
田
に
戦
時
中
、

強
制
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
実
態
の
解
明

と
、
韓
国
で
被
強
制
動
員
者
の
実
態
を
当

事
者
や
遺
家
族
か
ら
聞
取
り
調
査
し
た
報

告
書
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朝
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学
会

関
係
資
料

17
宇
野
田
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哉
編
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恵
媛
解
説
／
一
九
四

五
年
の
「
解
放
」
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
在
日

朝
鮮
人
文
学
の
空
白
を
埋
め
る
貴
重
な
資

料
。「
在
日
朝
鮮
文
学
会
」
の
機
関
誌
を
中

心
に
収
録
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日
本
朝
鮮
研
究
所

初
期
資
料

15
井
上
學
・
樋
口
雄
一
編
／
戦
後
日
本
の
朝

鮮
研
究
は
ど
の
様
な
形
で
新
た
な
出
発
を

し
、
ど
の
様
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
の
か
、

創
設
期
及
び
初
期
の
内
部
資
料
を
収
録
。
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一
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九

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
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本
資
料
集
の
刊
行
意
義  

　
　
　

▼
本
資
料
は﹃
昭
和
十
五
年
国
勢
調
査
﹄第
二
十
一
表（
総
理
府
統
計
局
）を
底
本
と
し
た
︒

▼
戦
前
の
日
本﹁
内
地
﹂の
全
国
的
な
在
日
朝
鮮
人
の
産
業
別
・
職
業
別
・
年
令
別
の
悉
皆

調
査
は
こ
れ
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
︒

▼
戦
時
下
の
労
務
動
員
開
始
直
後
の
動
向
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
︒

▼
戦
前
の
在
日
朝
鮮
人
の
動
態
を
研
究
す
る
上
で
欠
か
せ
ぬ
資
料
︒

▼
職
業
欄
等
多
く
の
不
鮮
明
箇
所
を
補
修
し
資
料
が
容
易
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
︒

▼
付
属
資
料
と
し
て﹁
第
十
表　

民
籍
及
国
籍
ニ
依
リ
分
チ
タ
ル
帝
国
版
図
内
ノ
人
口
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世
帯
数
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昭
和
十
五
年
国
勢
調
査
職
名
表
﹄﹁
産
業
別
小
分
類
表
・
職
業
別
小
分
類
表
﹂

﹁
11
外
地
人
及
外
国
人
ノ
職
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朝
鮮
人
﹂（﹃
昭
和
五
年
国
勢
調
査
報
告
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付
し
た
︒
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体
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全
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Ａ
５
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本
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０
円
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﹇
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刊
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０
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刊
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日
朝
鮮
人
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勢

調
査
資
料

木
村
健
二
編
・
解
説

一九
四
〇

『
セ
新

　朝

　鮮

チ
ョ
ソ
ン
』

地
方
版

16
鄭
栄
桓
編
／
朝
鮮
戦
争
中
に
在
日
朝
鮮
人

が
結
成
し
た
非
公
然
組
織
「
祖
国
防
衛
委
員

会
」機
関
誌
。入
手
困
難
な
西
日
本
、九
州
、東

京
等
発
行
の
地
方
版
他
、
全
国
版
欠
号
分
も

収
録
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一
九
五
〇
～
五
五

昭和15年国勢調査統計
産業・職業小分類（抜粋）
産業（小分類）
Ⅰ　農　業
1稲作
2麦作
3雑穀作
4豆作
5甘藷，馬鈴薯作
6蔬菜栽培
7花卉栽培，高等園芸
8種苗業
9果樹栽培
10甘藷，甜菜作
11茶栽培
12麻栽培
13薬草栽培
14其ノ他ノ農耕業
15搾乳業
16産牛業
17馬産業
18養豚業
19養鶏業
20孵卵業
21其ノ他ノ畜産業
22養蚕業
23蚕種製造業
24造園業
25其ノ他ノ農業
26森林業
27炭焼業
28其ノ他ノ林産物生産，採取業
Ⅱ　水　産　業
29漁撈採藻業
30母船式漁業
31魚類養殖業
32介類養殖業
33藻類養殖業
Ⅲ　鉱　業
34金属鉱業
35砂鉱採取業
36石炭（亜炭ヲ含ム）鉱業
37石油鉱業
38其ノ他ノ採鉱業
39土石採取業
Ⅳ　工　業
40鉄精錬業及材料品製造業
41銅精錬業及材料品製造業
42亜鉛精錬業及材料品製造業
43鉛精錬業及材料品製造業
44アルミニウム精錬業及材料

品製造業
45マグネシウム精錬業及材料

品製造業
46錫精錬業及材料品製造業
47金属タングステン精錬業及

材料品製造業
48アンチモン精錬業及材料品

製造業
49其ノ他ノ金属精錬業及材料

品製造業

50黄銅材料品製造業
51其ノ他ノ銅合金材料品製造業
52其ノ他ノ合金材料品製造業
53銑鉄鋳物業
54可鍛鋳鉄鋳物業
55銅鋳物業
56青銅（燐青銅含ム）鋳物業
57アルミニウム鋳物業
58其ノ他ノ鋳物業
59亜鉛メツキ業
60錫メツキ業
61ニツケルメツキ業
62其ノ他ノメツキ業
63鏈鎖製造業
64バネ製造業
65鋼索製造業
66金網製造業
67ボルト，ナツト，座金及鋲製

造業
68釘類製造業
69針類製造業
70金属板製品製造業
71建築用及家具用金物製造業
72金属製建具，家具類製造業
73建築，橋梁，鉄塔等ノ建設材

料製造業
74金属器類製造業
75金属製ペン先製造業
76剃刀，食卓用ナイフ，フオー

ク及スプーン製造業
77洋傘骨製造業
78金属製玩具製造業
79金属製小間物類製造業
80蹄鉄及蹄釘製造業
81火造（鍛冶）業
82金属切断業
83熔接業
84其ノ他ノ金属品製造加工業
85蒸気罐製造業
86蒸気機関及蒸気タービン製

造業
87内燃機関製造業
88水車製造業
89其ノ他ノ原動機製造業
90原動機部分品及付属品製造業
91電気機械器具製造業
92無線及有線通信機械器具製

造業
93電線及電纜製造業
94電池製造業
95切削研磨用金属工作機械製

造業
96其ノ他ノ金属工作機械製造業
97金属工作機械部分品及付属

品製造業
98製材及木工機械製造業
99工具製造業
100採鉱，選鉱及精錬機械器具

製造業
101化学工業用機械器具製造業
102窯業用機械器具製造業
103製紙機械器具製造業
104紡織機械器具製造業

105蚕糸機械器具製造業
106ガス発生装置製造業
107食料品製造加工用機械器

具製造業
108印刷機械器具製造業
109製本機械器具製造業
110ミシン製造業
111其ノ他ノ製造加工用機械

器具製造業
112鉄道車両製造業
113大型自動車製造業
114小型自動車製造業
115自動二輪車及自動三輪車

製造業
116自動車部分品及付属品製

造業
117自転車製造業
118其ノ他ノ車両製造業
119鋼船製造業
120其ノ他ノ船舶製造業
121航空機製造業
122航空機部分品及付属品製

造業
123運搬機械製造業
124ポンプ及水圧機製造業
125送風機及気体圧縮機製造業
126農業用機械器具製造業
127土木建築用機械器具製造業
128度量衡器製造業
129ガスメートル及水道メー

トル製造業
130寒暖計製造業
131体温計製造業
132電気計器製造業
133計圧器類製造業
134其ノ他ノ計器製造業
135電気時計製造業
136其ノ他ノ時計製造業
137測量機械器具製造業
138試験及検査機械器具製造業
139学術用機械器具製造業
140医療用機械器具製造業
141写真機械製造業
142其ノ他ノ光学機械器具製

造業
143電球製造業
144其ノ他ノ照明用機械器具

製造業
145楽器類製造業
146蓄音機製造業
147銃砲，弾丸，兵器類製造業
148事務用機械製造業
149金庫製造業
150ガス器具製造業
151弁及コツク製造業
152軸受製造業
153歯車製造業
154ベルト車，車両及車軸製造業
155前掲以外ノ部分品及付属

品製造業
156其ノ他ノ機械器具製造業
157電気機械器具装置業
158其ノ他ノ機械器具装置業

159製薬業
160ソーダ製造業
161硫酸製造業
162燐製造業
163圧縮ガス製造業
164カーバイド製造業
165其ノ他ノ工業薬品製造業
166製塩業
167天然染料製造業
168硫化染料製造業
169其ノ他ノ合成染料及中間

物製造業
170漆液製造業
171塗料製造業
172顔料製造業
173マツチ製造業
174其ノ他ノ発火物製造業
175コールタール及コール

タール分溜物製造業
176石油精製業
177人造石油製造業
178植物油脂製造業
179樟脳製造業
180薄荷製造業
181其ノ他ノ植物性揮発油製

造業
182魚油製造業
183獣脂類製造業
184木蠟製造業
185蠟燭製造業
186加工油製造業
187ゴム製品製造業
188再製ゴム素地製造業
189パルプ製造業
190製紙業
191セロフアン紙製造業
192セルロイド素地製造業
193セルロイド製品製造業
194再製セルロイド素地製造業
195人造絹糸製造業
196ステープルフアイバー製

造業
197其ノ他ノ化学繊維製造業
198植物質肥料製造業
199動物質肥料製造業
200鉱物質及配合肥料製造業
201製革業
202精製毛皮製造業
203石鹸及化粧品製造業
204人造レジン素地及製品製

造業
205蓄音機レコード製造業
206バルガナイズドフアイ

バー製造業
207リノリウム製造業
208防水布，擬革布類製造業
209建築用防水紙及防水布製

造業
210フイルム乾板類製造業
211人造香料製造業
212タンニン製造業
213糊料製造業

（以下,略）
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日
朝
鮮
人
資
料
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書
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金
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国
立
ハ
ン
セ
ン
病
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学
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解
説
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日
朝
鮮
人
ハ
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セ
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病
資
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﹄﹃
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盟
支
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報
﹄一
九
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一
│
二
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一
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在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
同
盟
支
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報
︒
朝
鮮
人
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
諸

差
別（
政
策
）と
闘
っ
た
記
録
︒
入
所
者
の
動
向
解
明
は
日
本
社
会
の
差
別
的
制
度
の
検
証

に
も
不
可
欠
の
資
料　
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０
１
９
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９
月
刊
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予
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全
２
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予
価
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６
０
０
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円



▼
刊
行
の
辞

一
九
四
〇
年
に
日
本
「
内
地
」
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
を
含
む
第
五
回
国
勢
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
報
告
は
戦
時
下
の
「
特
殊
事
情
」
に
よ
り
公
表
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
報
告
が
初
め
て
公
表
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
の
一
九
六
一
年
に
な
っ
て

か
ら
で
、『
昭
和
15
年
国
勢
調
査
報
告
』全
三
巻（
総
理
府
統
計
局
）と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。

し
か
し
、
内
地
居
住
朝
鮮
人
に
つ
い
て
は
男
女
別
人
数
は
掲
載
さ
れ
た
が
、「
第
二
十

一
表　

産
業（
小
分
類
）、
職
業（
小
分
類
）、
年
令
ニ
依
リ
分
チ
タ
ル
内
地
在
住
ノ
朝
鮮

人
」
の
結
果
報
告
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
戦
前
の
一
九
四
〇
年
当
時
は
、
朝
鮮
人
は

日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
た
が
、
戦
後
一
九
五
二
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
の
成
立

に
よ
り
朝
鮮
は
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
独
立
し
て
日
本
国
籍
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
一
表
の
原
表
は
国
立
公
文
書
館
つ
く
ば
分

館
に
所
蔵
さ
れ
、
総
務
省
統
計
局
で
Ｃ
Ｄ
版
に
よ
っ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
回
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
た
当
時
、
内
地
居
住
の
朝
鮮
人
は
一
、二
四
一
、三
一

五
人（
全
外
地
人
の
九
八
・
一
％
を
占
め
る
）で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
の
第
三
回
国
勢

調
査
か
ら
一
〇
年
で
約
三
倍
に
増
加
し
た
。
一
九
四
〇
年
一
〇
月
の
調
査
前
年
に
朝
鮮

人
の
労
働
動
員
が
開
始
さ
れ
、
三
九
年
中
に
八
万
五
千
人
、
四
〇
年
中
に
八
万
八
千
人

が
動
員
さ
れ
た
。
国
勢
調
査
に
は
労
働
動
員
の
動
向
も
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

前
に
既
に
一
〇
〇
万
人
規
模
の
朝
鮮
人
が
日
本
内
地
に
在
住
し
て
い
た
。
本
調
査
は
朝

鮮
人
の
産
業
別
、
職
業
別
、
年
令
別
の
唯
一
の
調
査
で
あ
り
、
朝
鮮
人
の
生
活
実
態
を

示
す
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

在
日
朝
鮮
人
数
は
産
業
大
分
類（
Ⅰ
農
業
、
Ⅱ
水
産
業
、
Ⅲ
鉱
業
、Ⅳ
工
業
、Ⅴ
商
業
、

Ⅵ
交
通
業
、
Ⅶ
公
務
・
自
由
業
、
Ⅷ
家
事
業
、
Ⅸ
其
ノ
他
ノ
産
業
、
Ⅹ
無
職
業
）を
さ

ら
に
小
分
類
化
し
、
そ
の
各
々
に
つ
き
職
業
別
の
小
分
類
四
三
九
種
に
区
分
し
示
さ
れ

て
い
る（
但
し
、
在
日
朝
鮮
人
の
該
当
者
が
い
な
い
も
の
は
省
か
れ
て
い
る
）。

朝
鮮
人
従
事
者
の
多
い
職
業
を
挙
げ
る
と
、Ⅰ
農
業
は
、「
稲
作
」が
九
、五
七
〇
人
で
、

そ
の
内
、
農
耕
作
業
者
が
九
、五
六
三
人（
男
六
、五
〇
九
人
、
女
三
、〇
五
四
人
）で
最

多
で
あ
っ
た
。
Ⅱ
水
産
業
は
、「
漁
撈
採
藻
業
」
が
最
多
で
三
、九
〇
〇
人（
男
三
、三
八

一
人
、
女
五
一
九
人
）、
Ⅲ
鉱
業
は
、「
石
炭
鉱
業
」
が
最
多
で
五
一
、〇
一
一
人
、
職

種
で
は
坑
内
採
掘
夫
・
採
炭
夫
が
最
多
で
三
二
、
七
八
九
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
朝

鮮
人
労
働
動
員
の
主
た
る
配
属
先
で
あ
っ
た
炭
鉱
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
。
Ⅳ
工
業

で
は
、
最
多
の
製
造
業
は
「
鉄
精
錬
業
及
材
料
品
製
造
業
」
で
、
八
、五
四
〇
人
、
職

種
で
は
荷
扱
夫
、
仲
仕
、
倉
庫
夫
、
運
搬
夫
、
配
達
夫
や
小
使
、
給
仕
、
雑
役
者
が
多

く
を
占
め
、
将
来
の
職
工
と
し
て
の
見
習
工
、
養
成
工
は
少
数
で
あ
っ
た
。
年
齢
構
成

で
は
比
較
的
高
年
齢
者
が
多
か
っ
た
。

大
分
類
と
し
て
は
工
業
に
属
す
る
最
多
産
業
は
「
土
木
建
築
業
」
で
、
職
種
で
は
其

ノ
他
ノ
土
木
建
築
作
業
者
で
八
万
人
を
越
し
、
年
齢
的
に
は
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
に
集

中
し
て
い
た
。

Ⅴ
商
業
、Ⅵ
交
通
業
で
は
、
最
多
産
業
は
「
古
物
商
」
で
三
八
、一
〇
四
人（
男
三
四
、

九
六
九
人
、
女
三
、一
三
五
人
）で
あ
っ
た
。
職
種
と
し
て
は
物
品
売
買
業
者
・
仲
買
人

で
あ
る
が
、そ
の
実
体
は
廃
品
回
収
的
な
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。
次
い
で「
其

ノ
他
ノ
陸
上
運
輸
業
」
が
一
万
人
を
越
し
て
い
た
。

一
例
で
は
あ
る
が
以
上
の
様
な
状
況
が
資
料
か
ら
見
て
と
れ
る
。
本
資
料
を
利
用
し

た
研
究
は
少
な
く
、
一
定
の
地
域
的
あ
る
い
は
全
国
的
で
も
断
片
的
な
産
業
・
職
業
に

関
す
る
研
究
は
あ
る
が
、
全
国
規
模
で
在
日
朝
鮮
人
を
全
産
業
分
野
・
全
職
業
分
野
に

わ
た
り
検
討
し
た
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
全
国
的
な
動
向
と
各
地
域
別
動
向
と
の
関
連

性
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
本
資
料
は
前
述
し
た
様
に
Ｃ
Ｄ
版
で

み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
原
表
の
産
業
欄
、
職
業
欄
は
不
鮮
明
な
箇
所
が
多
く
、
こ
れ

ま
で
容
易
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
、
不
鮮
明
箇
所
を
補
修
し
、
広

く
活
用
で
き
る
形
で
復
刻
し
た
。
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
の
進
展
に
少
し
で
も
寄
与
で
き

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�

木
村
健
二（
下
関
市
立
大
学
名
誉
教
授
）

職業（小分類）

Ⅰ　経営者,事務者
１経営者
　経営者
２事務者
　一般事務者
　販売仕入係事務者
　簿記係事務者
　計理士
　通訳
　速記者
　タイピスト,筆耕
Ⅱ　技術者
３農林,水産技術者
　農業技術者
　蚕業技術者
　畜産技術者
　獣医師,獣医手
　林業技術者
　水産技術者
４鉱,工技術者
　鉱山技術者
　冶金技術者
　機械技術者
　電気機械技術者
　電気通信機械技術者
　航空機技術者
　造船技術者
　化学技術者
　電気化学技術者
　火薬技術者
　燃料化学技術者
　窯業技術者
　レンズ技術者
　食料品技術者
　醸造技術者
　紡織技術者
　染色技術者
　木工技術者
　土木技術者
　建築技術者
　電気技術者
　其ノ他ノ工業技術者
５交通,通信技術者
　船長（総頓数40頓以上ノ船

舶ノ船長）
　船舶運転士（総頓数40頓以

上ノ船舶ノ運転士）
　船舶機関士（総頓数40頓以

上ノ船舶ノ機関長及機関
士）

　航空士
　航空機操縦士
　航空機機関士
　電子通信技術者（有線,無線

電信通信士以外ノモノ）
６医師,薬剤師
　医師
　歯科医師
　薬剤師
７気象技術者,気象手
　気象技術者

　気象手
８理科学研究員
　農林,水産学研究員
　鉱,工学研究員
　医学研究員
　其ノ他ノ理科学研究員
Ⅲ　作業者
９農,林,畜産作業者
　農耕作業者
　果樹園芸作業者
　造園師,植木職
　造林作業者
　伐木夫,造林夫
　炭焼夫
　畜産作業者
　馬調教師
　装蹄師
　蚕業作業者
　養鶏作業者
　其ノ他ノ農産,林産作業者
10水産作業者
　漁撈長
　其ノ他ノ水産作業者
11鉱物,土石等ノ採取作業者
　発破係
　坑内採鉱夫,採炭夫
　坑内掘進夫
　坑内支柱夫
　坑内充填夫
　坑内運搬夫
　露天採掘夫
　選鉱夫,選炭夫
　土砂採取夫
　鑿井夫,ボーリング工
　汲油夫
　天然ガス採取夫
12製錬作業者
　焙焼工,焼結工,団鉱工
　製銑工（電気炉ニ依ルモノ）
　製銑工（熔鉱炉其ノ他ニ依

ルモノ）
　混銑炉工
　製鋼工（電気炉ニ依ルモノ）
　製鋼工（平炉其ノ他ニ依ル

モノ）
　非鉄金属製錬工（電気炉ニ

依ルモノ）
　非鉄金属製錬工（其ノ他ノ

炉ニ依ルモノ）
　非鉄金属製錬工（化学操作

ニ依ルモノ）
　非鉄金属製錬工（電解ニ依

ルモノ）
　造塊工
　其ノ他ノ金属製錬作業者
　非金属製錬工
13製図,現図作業者
　造船,航空機製図工
　機械製図工
　其ノ他ノ製図工
　写図工,青写真工
　造船現図工
　航空機現図工

　其ノ他ノ現図工
14金属材料ノ製造加工業者
　金属加熱炉工
　金属板圧延伸張工
　金属棒條圧延伸張工
　金属製管工
　金属小物圧延伸張工
　金属線伸張工
　金属捻線工
　金属疵取工
　金属切断工
　鍛冶職,刃物職
　機械火造工
　熱処理工
　金属熔融工
　鋳物木型工
　鋳物砂型工
　中子工
　鋳造工
　特殊鋳造工
　其ノ他ノ金属材料ノ製造加

工作業者
15機械器具ノ製作作業者
　ケガキ工
　旋盤工（金属ニ加工スルモ

ノ）
　旋盤工（木材以外ノ非金属

ニ加工スルモノ）
　タレツト工
　卓上旋盤工,小型機械工
　中グリ盤工
　ボール盤工
　平削盤工,形削盤工,竪削盤

工
　フライス盤工
　歯切盤工
　研磨盤工,ラツプ盤工
　ラツピング工（手作業ニ依

ルモノ）
　鉄木工（船台大工ヲ含ム）
　撓鉄工
　填隙工
　鋲打工
　板金鋲打工
　板金工,ブリキ職
　金属プレス工,打抜工
　ドラム罐,ブリキ罐製造工
　ガス熔接工
　電気熔接工
　其ノ他ノ熔接工
　鑞付工
　パイプ工（造船所ノ銅工ヲ

含ム）
　鉛管工,鉛工
　金属彫刻工
　目立工
　刃物研ギ工
　レンズ研磨工
　レンズ心出,心取工
　其ノ他ノレンズ工
　ガラス目盛工
　其ノ他ノ目盛工
　針金細工工

　電線被装工
　巻線工
　絶縁工
　配線工
　乾電池組立工
　蓄電池製造工
　電球放電管製造工
　真空管Ｘ線管製造工
　機械製鋲工
　バネ工
　針布工
　義肢仕上工,組立工
　網具工,索具工
　其ノ他ノ機械器具製作作業

者
16機械器具ノ仕上,組立修繕

作業者
　手仕上工
　機械器具部品仕上組立工
　機械器具総組立工
　レンズ調整工,パルサム工
　計器組立工
　航空機用金属プロペラ仕上

工
　航空機用木製プロペラ仕上

工
　航空機部品組立工
　航空機総組立工
　航空機儀装工
　造船儀装工　
　自動車組立工,修繕工
　電気機械器具組立工
　電気通信機組立工
　内張工,シート張工
　飾り職
　時計組立工,修繕工
　機械器具装置工,修繕工,保

全工
　工具保全工
17化学製品ノ製造作業者
　硫酸工
　塩酸工
　硝酸工
　醋酸工
　ソーダ工
　石灰炉工
　カーバイド工
　人造研磨製造工（旋盤ニ依

ル仕上工ヲ除ク）
　アセトン工
　硫安工
　石灰窒素工
　醋酸繊維素工
　硝化綿工
　火薬工
　火工
　染料工
　顔料工
　塗料工
　アンモニア合成工
　アルコール製造工
　樟脳精製工
　燐製造工

1961年公刊時の統計原表一覧と本書収録の統計表（＊印）

＊

＊

（原表を補修したもの。本書第１巻に収録）

　二硫化炭素工
　其ノ他ノ薬品製造工
　圧縮ガス工
　油脂搾出工,精製工
　油脂加工工
　グリセリン工
　石炭乾溜工
　タール分溜工
　人造石油工
　石油工
　ガス発生炉工
　マツチ工
　合成ゴム工
　ゴム製錬工
　ゴム成型工,加工工（旋盤ニ

依ルモノヲ除ク）
　ゴム加硫工
　セルロイド素地工
　セルロイド成型工,加工工
　人造レジン工
　人造レジン成型工,加工工

（旋盤ニ依ルモノヲ除ク）
　パルプ工
　製紙工
　加工紙工
　バルガナイズドフアイバー

工（旋盤ニ依ル仕上工ヲ
除ク）

　人絹,スフ,セロフアン原液
工

　人絹,スフ紡糸工
　人絹,スフ仕上工
　セロフアン証紙工
　革鞣工
　毛皮鞣工
　黒鉛製造工
　電極工（旋盤ニ依ル仕上工

ヲ除ク）
　活性炭工
　製塩作業者
　アルミナ製造工
　其ノ他ノ化学製品ノ製造作

業者
18窯業,土石類ノ加工作業者
　窯業原料工
　成型工（旋盤ニ依ルモノヲ

除ク）
　施彩工
　焼成工
　窯業仕上工（旋盤ニ依ルモ

ノヲ除ク）
　黒鉛ルツボ工
　陶工
　セメント焼成工
　ガラス熔融工
　ガラス吹工
　板ガラス製造工
　型物ガラス工,機械製壜工
　ガラス銀引工
　特殊ガラス工
　ガラス加工工,細工工
　石綿紡織工

（以下,略）


